
「家庭基礎」シラバス 
１ 教科名 家庭  科目名 家庭基礎    単位数 ２   学年 2 年   担当者（眞鶴エミ子） 

２ 使用教科書 未来を拓く 家庭基礎（大修館書店） 

３ 目標：家族と家庭の営みは人の一生とどの様にかかわるのか理解をさせ、現代は，国際化，情報化，高齢化など急激に進み、価値観も多様化かする中で、    

健康で環境や文化的な家庭生活を築けるように知識や技術実習の基礎能力と態度を育てる。 

４ 授業の内容と進め方 

  ・教科書の内容を中心に進める 

  ・自分の生活をみつめ直し、自己理解を深めさせ、家庭科の学習への関心を高めさせたい 

  ・男女で協力して家庭生活を営む力を学習し深めていく 

  ・家庭と地域社会の人々と協力し、地域社会との生活にも関心をもたせる 

  ・生活に必要な知識と技術などの実習 

５ 評価の観点 

評価の観点 評価の観点及び内容 評価方法 

関心・意欲･態度 ・教科書を読んで、基本的学習内容に関心や探究心を持ち、意欲に授業に参加し

ているか 

・実習に積極的に参加しているか 

・学習活動への参加態度 

・プリントの内容提出物 

・実習の取り込み，姿勢 

思考・判断 ・実習の課題に取り組んでいるか。 

・実習の際の注意事項の思考、判断。 

・実習プリントの課題 

・定期考査 

技能・表現 ・実習の調理用具の使い方を理解し正しく使い身に付いている 

・試作盛り付けの技能・表現できる 

・実習で調理用具の使い方 

・実習は適切な手順と方法や結果と後片付け 

知識・理解 ・授業や実習を通して人間としての基本的な理念・法則を理解し、知識を身に付

けているか。 

・定期考査 

・学習問題プリント 

・実習，課題レポート 

６ 留意事項 

  ・実習中の注意事項として、調理用具の使い方、ふざけて事故等がないように事前指導する。 

  ・実習の保健衛生の事前指導等をする。 

 



７ 成績評価 

 ・定期考査 60 点  中間 、期末 

 ・提出物 30 点   プリント、課題、レポート 

 ・授業態度 10 点  出席率、授業への参加、実習への取り組み 

 

８ 年間授業計画 

学

期 

月 項目 指導内容 指導上の留移転（実践的・体験活動） 観点別評価基準 

関心・意欲・

態度 

思考・判断 技能・表現 知識・理解 

前

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 家庭科の学習

について 

家庭基礎で

学ぶ 

・家庭科の内容に関心をもって意欲的に取り込める

工夫をする。 
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6 

1． 人生をみ

つめる 

人の発達段

階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． ともに生

（1）人生を

見つめ人生

の発達と各

ﾗ ｲ ﾌステー

ジの特徴 

（2）青年期

の課題  

（1）現代の

家族の特

徴      

 

（2）家庭の

機能と家

族関係  

（3）家族・

家庭を支

える 

・ 自分自身を自己理解させ、人の生涯発達の視点をとら

え、各ﾗｲﾌステージの特徴と課題を理解させ、これから

の人生の夢を持たせ、世代の異なる祖父母や親などにつ

いての理解を深める 

・ 青年期の課題である自立や男女あり方など取り上げ、自

立した男女がともに築く家庭への展望を持った青年期

の生き方を考えさせる。 

・ 現代の家族の特徴を理解させ、その変化は経済や産業構

造の影響を受けていることなど、社会とのかかわりにも

関心をもたせる。 

・ 家族個人と社会に対して果たしている家庭の機能につ

いて理解させる。各自が担う家庭での役割や家族関係の

在り方について、具体的事例 

を考えさせる。 

・ 職業労働と家事労働の意義や特徴、現状と課題を理解さ

せる。男女共同参画社会の実現を目指し、男女が家庭生

活の責任を果たし、人間らしい働き方をするための課題

これからの

人生に見通

しをもって

いる。 

        

 

 

 

 

家族は経済

や産業構造

の影響を受

けながら社

会とのかか

わりに関心

をもとうと

している。 

自立した男

女がともに

築く家庭へ

の展望をも

った青年期

の生き 

方を考えて

いる。 

 

 

 

 

各自が担う

家庭での役

割や家族関

係の在り方

について事

ﾗｲﾌステージ

ごとの課題を

まとめること

ができる。 

 

 

 

 

 

 

新聞記事の中

から家族に関

する内容を抜

き出し自分の

考えをまとめ

ることができ

る。 

人生のー生を生

涯発達の視点で

とらえ各ﾗｲﾌステ

ジーの特徴と課

題を理解してい

る。 

    

 

 

世代の異なる祖

父母や親を理解

している。 

現代の家族の特

徴を理解してい

る。 

 

家族個人と社会



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きる     

家族・家庭

と社会   

 

（4）家族・

家庭と法

律 

（5）家庭生

活 

 と福祉 

 

              

について考えさせる。 

・ 家族に関する基礎的な知識を理解させ、社会制度として

の家族を考えさせる。 

・ 法律や制度の深入りしない。 

・ 社会保障制度や社会福祉、地域社会の役割を理解させ、

福祉の在り方やボランティア活動に関心をもたせる。 

・ 福祉サービス利用のための情報収集の必要性を認識さ

せる。 

＊ 新聞記事調査 

地域ボランティア活動 

 

 

 

福祉の在り

方やボラン

ティア活動

に関心をも

っている。 

例を通して

考えている。 

 

 

 

男女が家庭

生活の責任

をはたし、人

間らしい働

き方をする

ための課題

について考

えている。  

 

 

 

生活時間を調

査し、その中

から 

課題を発見し

解決方法につ

いて分析する

こ と が で き

る。   

に対して果たし

ている家庭の機

能について理解

している。 

 

 

職業労働と家事

労働との意義や

特徴、現状と課題

を理解している。 

 

 

7 1．こどもの 

発達 

 

 

（1）母体の

健康管理と

子どもの誕

生 

（2）子ども

の心身の発

達と  特

徴     

（3）子ども

の生活と遊

び 

 

・ 母体の健康管理の重要性と生命の尊さを認識さ

せる。 

・ 心身出産の詳細に深入りしない。 

・ 乳幼児期の重要性,子どもの発育・発達の順序と

共通性、特徴と観察などを通して理解させる。 

・ 健康診査、育児相談、予防接種等の概要と重要

性を理解させる。 

・ 遊びの意義や児童文化について考えさせる。 

・ 基本的な生活習慣の形成、食事や衣服、健康管

理と安全などの概要を理解させる。 

・ 家庭・集団保育を取り上げ、子どもの発達と環

境とのかかわり 

を認識させる。  

・ 子どもの生活と遊びに関心をもち、子どもと適

切にかかわることができるようにする。  

子どもの生

活と遊びに

関心をもっ

ている。 

遊びの意義

や児童文化

について考

えている。 

家庭・集団保

育を取り上

げ、子ども 

との発達と

環境とのか

かわりを認

識している。 

母体の健康

管理の重要

性と生命の

尊さを認識

している。 

子どもと適切

にかかわるこ

とができる。 

子どもの発育・発

達の順序と共通

生、特徴を通して

理解している。 

 

 

 

 

 

健康審査、育児相

談、予防接種等の

概要と重要性を

理解している。 
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2．親の役割と

保育 

 

 

 

 

 

 

 

3． 子どもの 

福祉 

 

 

 

 

 

1．高齢者の心

身の特徴と生

活 

 

 

 

2．高齢者の福

祉 

 

 

 

（1）親の役

割と子ども

の人間形成 

（2）親の保

育責任とそ

の支援 

（3）子ども

を生み育て

ることの意

義 

（1）児童福

祉法の基礎

な理念       

（2）子ども

を取り巻く

環境の変化

と問題 

（1）高齢者

の心身の特

徴 

（2）高齢者

の生活と課

題 

（1）高齢社

会の現状と

課題 

     

       

・ 人間形成の基礎作り、「愛情」の形成と親の働

きの重要性を理解させる。 

・ 社会的自立と親の役割について考えさせる。 

・ 親の保育責任と社会においける支援のあり方

や支援策を理解させる。 

・ 親自身の人間的成長に気付かせ、子どもを生み

育てること意義について考えさせる。        

・ ｢児童福祉法｣｢児童憲法｣の｢児童の権利に関す

る条約｣などの法律や制度の趣旨と概要を取り

上げ、児童福祉の基本的な理念を理解をさせ

る。 

・ 児童福祉に関する法律や制度の詳細に深入り

しない。 

・ 子どもを取り巻く環境の変化と親や家庭、社会

が果たす役割 

を考えさせる。 

・高齢者の身体的・心理的特徴（加齢に伴う一般

的変化の概要）を理解させ、個人差が大きいこ

とにも気付かせる。 

・ 高齢者の一般的生活状況を具体的に把握し、現

状と課題や多様な生活実態を認識し、高齢者と

の適切なかかわりを考えさせる。 

・我が国の高齢化の特徴（後期高齢者増加による

介護問題）を理解させ、住居地域の高齢化も現

状から課題を考えさせる。 

 

                                 

子供の成長

に親の果た

す役割につ

いて感心を

もっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人差が大

きいことも

理解を深め

ている。 

住居地域の

高齢化の現

状から課題

を考えるこ

とができる。 

 

社会的自立

と親の役割

について考

えている。 

親自身の人

間的成長に

気付かせ、子

供を生み育

てることの

意義につい

て考えてい

る。 

子供を取り

巻く環境の

変化と親や

家庭、社会が

果たす役割

を考えてい

る。 

高齢者の生

活の一般的

状況を具体

的に把握し、

現状と課題

や多様な生

活実態を調

査し適切な

かかわりを

考えている。 

 

地域の保育関

連施設の調査

し、まとめるこ

とができる。 

 

人間形成の基礎

作り、｢愛情｣の形

成と親の働きか

けの重要性を理

解している。 

親の保育責任と

社会における支

援のあり方や支

援策を理解して

いる。 

 

児童に関する法

律や青銅の趣旨

と概要を取り上

げ、児童福祉の基

本的な理念を理

解している。 

高 齢 者 の 身 体

的・心理的特徴を

理解している 

我が国の高齢化

の特徴を理解し

ている。 

 

 

後

期 
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1 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

1． 食生活を

営む 

 

2． 健康な食

生活 

 

        

 

 

 

3． 安全な食

生活 

 

4． 食事をつ

くってみ

よう 

 

5． これから

の食生活

を考えよ

う 

（2）高齢者

の自立支援

と福祉 

 

 

（1）人間と

食べ物       

               

（1）体に必

要な栄養素

と食品       

（2）栄要素

と食事量            

 

 

（1）食品の

選択と取り

扱い  

 

 

（2）食事計

画、調理実

習 

        

        

        

       

・ 高齢者を支える家族の役割、地域福祉システ

ムの基本的理念を理解させる。 

地域福祉の充実とボランティア活動に関心を

もたせる。 

 

・ 人間と食べ物とのかかわり、食事の意義を考

えさせ、我が国の食生活の変遷の特徴や現代

の食生活に関心をもたせる。       

＊ 1 週間の食事調査                      

・ 栄養素の種類と機能、その栄養素を多く含む

食品の特徴などを理解させる。                          

・ その他、嗜好食品や調味利用・香辛料につい

て理解させる。  

・ 栄養所理量や食品群別摂取量の目安の栄養価

計算ができるようにする。 

・ 所持摂収基準、食品群別摂取量のめやすなど

をもちいて、バランスのとれた献立作成がで

きるようにせる。 

・ 食生活の多様化や食環境を知り、食品の保

存・管理と健康について理解させる。                      

・ 生鮮食品の選択方法や加工食品、食品添加物、

食中毒などの問題点について各自の食生活と

むすびつけて考えさせる。 

・ レシピ（料理）を理解し、調理に関して基礎

的な知識・技術を身につける実習にする。 

                              

                                 

地域福祉充実

とボランティ

ア活動に関心

をもたせる。 

我が国の食生

活の変遷や特

徴や現在の食

生活に関心を

もっている。 

食物や栄養素

に関心を持ち

生活に生かそ

う と し て い

る。 

食の安全と衛

生への関心が

ある。 

料理技術の基

礎技術を理解

し身に付けて

いる。 

食の意識を環

境配慮し、自

分の食生活に

取り入れる。 

 

 

 

 

 

人間と食べ

物との関わ

り、食事の意

義を考えて

いる。      

自分の食生

活診断を見

なおす  

栄養素の過

不足がのた

らす問題点

を考えてい

る。 

知識を生か

した食品の

選択ができ

る 

食の行為か

ら自分の食

生活を診断

する。 

 

 

 

 

 

我が国の食文化

を理解し、自分

の食生活に関心

がある。 

適切な一日の献

立作成がだき

る。 

栄養素の過不足

もたらす問題点

を指摘できる。 

食事の栄養価計

算ができる。 

 

健康や安全に配

慮した食生活の

管理ができる。 

途上国などの食

事情をふまえ、

食の意識を生活

に生かす。 

 

高齢者を支える家

族の役割、地域福

祉システムの基本

的理念を理解して

いる。 

規則正しい食生活

が健康を生むこと

をしている。 

５大栄養素の働き

とその食品につい

て知いる  

栄養所要量や食品

群摂取量の目安を

理解している。 

食品の栄養的性質

について食品群と

の関連を図り、理

解している。 

食品の腐敗や変敗

食中毒など食生活

と健康との関連を

理解している 

食生活として内外

の食糧情を知る。 

 


